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　　　　　今月の主な内容

川井市政スタート………………・・…一……P2～P3

吝種功労者・教育功績者表彰…甲一…………・……P4

広げようスパイクタイヤ自粛の輪………・・r・・一・り◎P5

白石市職員給与のあらまし……………一r－P6～P8
年末の事故防止・……・…………一・・……・………一一…P9

トピックス、わが家の味……………一・一P10～P11

市民登場、地名アレコレ、市民文芸………P12～P13

おしらせ、公民館だより…・一…・一・…・…P14～P17

休日急患当番医、定例相談、カメラ・ニュース・……P18

冨配

　11月3日白石市中央公民館の「わんぱく少年教室」

に参加している小学校5、6年生の約20人は、この

春市内大畑に苗を植え付けたわんぱく農園で、大き

く育ったサッマイモを取り入れ、収穫の楽しさを体

験しました。

　同教室は、学校生活と違い、遊びを通してさまざ

まな体験学習がなされており、今年は50人の子供が

参加。この日ばかりは、子供の表情も生き生き。取

り立て後はふかしイモをほうばり、ごきげんでした。
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十
一
月
十
四
日
、
川
井
貞
一
市
長

が
初
登
庁
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
四
年
間
市
政
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
っ
た
川
井
市
長
に
そ
の
抱

負
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　
わ
た
く
し
は
、
今
後
四
ヶ
年
市
民

の
公
僕
と
し
て
、
市
政
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
わ
た
く
し
は
、
活
気
あ
る
自
石
を

つ
く
ろ
う
、
そ
し
て
仙
南
の
中
核
都
市

と
し
て
の
自
石
を
も
う
一
度
、
蘇
え

ら
せ
よ
う
と
市
民
の
み
な
さ
ま
に
訴

え
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
活

気
あ
る
白
石
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

多
く
の
問
題
が
山
積
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
財
政
に
限
り
が
あ
る

か
ぎ
り
優
先
順
位
を
設
け
ま
し
て
、

一
つ
一
つ
を
解
決
し
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
第
一
に
教
育
設
備
の
問
題

を
掲
げ
、
統
合
中
学
校
の
新
設
と
白

石
中
学
校
の
改
築
を
五
年
以
内
に
ゃ

り
遂
げ
ま
す
と
み
な
さ
ま
に
公
約
い

た
し
ま
し
た
。

　
現
在
の
白
石
の
財
政
状
態
を
考
え

ま
す
時
に
三
十
六
億
近
い
予
算
を
も

ち
ま
し
て
、
白
石
中
学
校
の
改
築
と

統
合
中
学
校
の
新
築
を
行
う
と
い
う

こ
と
は
、
た
い
へ
ん
な
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
市
民
の
み
な
さ

ま
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
こ
れ

は
必
ず
や
り
遂
げ
る
決
意
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
わ
た
く
し
は
次
に
男
子
型
企
業
の

誘
致
を
公
約
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

雇
用
の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、
市

の
自
主
財
源
の
確
保
に
も
大
き
く
役

立
つ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
先
日
、

東
北
金
属
工
業
の
自
石
進
出
が
決
ま

り
ま
し
た
が
、
よ
り
一
層
の
企
業
誘

致
に
向
け
努
力
い
た
し
ま
す
。

　
第
三
に
農
業
の
振
興
と
農
家
経
済

の
安
定
を
図
り
ま
す
。
ま
ず
農
業
の

振
興
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
五
十
九
年

度
に
策
定
さ
れ
た
農
村
総
合
整
備
計

画
お
よ
び
六
十
年
度
に
樹
立
き
れ
ま

す
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
、
こ

の
二
つ
を
柱
と
し
て
年
収
五
百
万
以

上
の
中
核
農
家
育
成
に
全
力
を
尽
く

し
ま
す
。

　
ま
た
、
兼
業
農
家
の
経
済
の
安
定

し
た
働
き
場
所
を
設
け
、
同
時
に
生

産
者
と
し
て
の
農
業
振
興
に
繋
る
生

産
向
上
へ
の
指
導
を
行
い
ま
す
。
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活気ある白石を

　
第
四
は
、
商
店
街
の
活
性
化
の
問

題
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
民
間
主
導

型
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
の
が
わ
た
く
し
の
持
論
で
ご
ざ
い

ま
す
。
現
在
の
商
店
街
の
停
滞
は
正

に
目
を
覆
う
状
態
に
あ
り
ま
し
て
、

か
つ
て
の
商
業
の
中
心
地
で
あ
っ
た

自
石
の
面
影
今
い
ず
こ
、
と
言
う
感

じ
が
あ
り
ま
す
。
わ
た
く
し
は
現
在

の
白
石
の
経
済
状
態
で
は
余
程
の
こ

と
で
な
い
か
ぎ
り
大
型
店
が
自
ら
進

出
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
、
非
常

に
難
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
で

あ
れ
ば
、
既
存
の
商
店
を
ど
の
よ
う

に
再
開
発
し
そ
し
て
活
性
化
を
図
る

か
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
重
要
な
問

題
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
わ
た
く

し
は
白
石
駅
の
貨
物
跡
地
を
市
で
な
・

ん
と
か
開
発
し
、
こ
こ
に
市
民
の
憩

い
の
場
を
設
け
、
こ
れ
を
吸
引
力
と

す
る
と
い
う
こ
と
が
第
一
。
第
二
に

個
々
の
商
店
の
近
代
化
を
先
程
申
し

ま
し
た
民
間
主
導
型
で
行
い
た
い
。

そ
し
て
、
そ
の
気
運
に
対
し
て
市
は

全
力
を
上
げ
て
支
援
す
る
決
意
で
ご

ざ
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
情

報
が
最
も
早
く
、
最
も
正
確
に
伝
わ

っ
て
ま
い
り
ま
す
の
は
現
在
の
市
で

ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
こ

の
情
報
を
ふ
ん
だ
ん
に
商
店
街
の
み

な
さ
ま
に
流
し
、
そ
の
中
か
ら
芽
生

え
た
活
力
を
生
か
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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五
番
目
は
福
祉
及
び
文
化
教
養
設

備
の
充
実
と
そ
の
内
容
の
向
上
で
ご

ざ
い
ま
す
。
実
際
問
題
と
し
て
、
福

祉
と
か
文
化
教
養
と
か
い
う
も
の
は

非
常
に
金
の
か
か
る
仕
事
で
ご
ざ
い

ま
す
。
や
は
り
、
自
主
財
源
の
確
保

と
い
う
こ
と
が
大
き
な
間
題
と
な
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
全
て
の
問
題
に
つ

き
ま
し
て
、
企
業
の
誘
致
に
よ
り
雇

用
の
安
定
を
図
り
、
自
主
財
源
を
確

保
す
る
と
い
う
こ
と
が
基
本
と
な
り

ま
し
て
、
こ
の
問
題
が
あ
る
い
は
中

学
校
の
問
題
、
あ
る
い
は
農
業
の
振

興
の
問
題
、
あ
る
い
は
福
祉
、
教
養

の
問
題
と
お
の
ず
か
ら
有
機
的
に
連

結
し
て
ま
い
り
ま
す
。
わ
た
く
し
は

こ
れ
ら
の
間
題
を
市
民
の
み
な
さ
ま

と
一
緒
に
考
え
、
一
緒
に
行
動
し
、

そ
し
て
活
気
あ
る
白
石
を
つ
く
り
上

げ
た
い
と
決
意
を
し
て
お
り
ま
す
、

関谷前市長
　　笑顔で退任

　関谷宗一前市長は、昭和55年11月に

自石市長に就任し、以来4年問、東北

新幹線開業、市制施行30年記念、登別

市との姉妹都市提携盟約調印など、歴

史的な出来事に携わりました。

　11月13日、大会議室で行われた退任

式では、「市長就任以来、職員をはじめ、

市民の協力により市長の要職を無事遂

行することができました。今後は一市

民として市政に参加していきます。4

年間、わたくしに対しご支援とご協力

を賜り厚く御礼申し上げます。誠にあ

りがとうございました。」と述べていま

した。
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昭
和
五
十
九
年
度

各
種
功
労
者
・
教
育
功
績
者
表
彰

　昭

和
五
十
九
年
度
各
種
功
労
者
お
よ
び
教
育
功
績
者
の
表
彰
式
が
、
十
【

旦
一
日
市
役
所
大
会
議
室
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
各
種
功
労
者
は
四
十
七
名

（
市
職
員
特
別
自
治
功
労
者
十
一
名
、
同
自
治
功
労
者
七
名
を
含
む
）
十
九

団
体
、
教
育
功
績
者
は
二
十
名
の
み
な
さ
ん
で
す
。

　
表
彰
さ
れ
た
み
な
さ
ま
に
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
、
今
後
の
ご
活
躍

と
ご
健
康
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

各
種
功
労
者

…
自
治
功
労
者

…
　
　
（
特
別
表
彰
）

　
酒
井
金
三
郎

会
議
長
）
。

（
大
鷹
沢
材
産
区
議

　
廟
納
税
功
労
者
　
　
聯

　
劇
　
　
　
（
団
体
）
畑

　
　
大
鷹
沢
第
十
一
区
納
税
貯
蓄
組

　
合
、
中
ノ
内
納
税
貯
蓄
組
合
、
下
館

　
納
税
貯
蓄
組
合
、
赤
坂
第
一
納
税
貯

　
蓄
組
合
、
澤
向
納
税
貯
蓄
組
合
、
鷹

　
巣
第
一
納
税
貯
蓄
組
合
。

　
…
衛
生
功
労
者
　
　
申

　
川
　
　
　
（
同
団
体
）

　
　
後
藤
さ
と
（
白
石
市
食
生
活
改
善

　
推
進
員
会
会
長
）
、
白
石
市
南
町
公
衆

　
衛
生
組
合
、
白
石
市
鷹
巣
公
衆
衛
生

　
組
合
、
白
石
市
越
河
第
一
区
公
衆
衛

　
生
組
合
、
白
石
市
斎
川
第
一
区
公
衆

　
衛
生
組
合
、
自
石
市
大
平
第
四
区
公

　
衆
衛
生
組
合
、
白
石
市
大
鷹
沢
第
二

　
区
公
衆
衛
生
組
合
、
白
石
市
白
川
第

　
三
区
公
衆
衛
生
組
合
、
白
石
市
福
岡

　
滝
下
公
衆
衛
生
組
合
、
白
石
市
福
岡

　
山
ノ
市
公
衆
衛
生
組
合
、
白
石
市
小

　
原
上
戸
沢
公
衆
衛
生
組
合
。
・

ヒロ』←ドbOラP

…
産
業
功
労
者
幅

　
清
原
剛
雄
（
白
石
こ
け
し
業
協
同

組
合
理
事
）
、
鈴
木
準
之
助
（
自
石
興

産
㈱
常
務
取
締
役
）
、
関
谷
宗
二
（
前

蔵
王
酒
造
㈱
専
務
取
締
役
）
、
鈴
木
武

男
（
一
條
旅
館
従
業
員
）
、
鈴
木
松
雄

（
前
白
石
観
光
タ
ク
シ
ー
㈱
代
表
取

締
役
）
、
家
納
喜
代
子
（
白
石
市
農
協

婦
人
部
長
）
。

蜘
教
育
文
化
功
労
者
　
　
…

剛
　
　
　
・
団
体
岬

　
中
幡
操
（
自
石
市
社
会
教
育
委

員
）
、
佐
藤
み
ゑ
（
白
石
市
社
会
教
育

委
員
）
、
学
校
法
人
風
間
学
園
（
多
年

に
わ
た
り
幼
児
教
育
の
充
実
、
振
興

に
寄
与
）
。

融
社
会
福
祉
功
労
者
川

　
佐
藤
正
雄
（
保
護
司
）
、
市
野
ま
さ

（
白
石
刈
田
地
区
保
護
婦
人
協
議
会

福
岡
地
区
理
事
）
、
山
口
孝
子
へ
白
石

刈
田
更
生
保
護
婦
人
協
議
会
理
事
）

　
公
安
消
防
功
労
者
舳

　富

樫
永
壽
（
市
消
防
団
小
原
分
団

班
長
）
、
今
井
保
男
（
市
消
防
団
白
石

分
団
員
）
、
菊
地
紀
夫
（
市
消
防
団
白

石
分
団
員
）
、
長
山
恭
雄
（
市
消
防
団

臼
川
分
団
班
長
）
、
高
橋
末
男
（
市
消

防
団
小
原
分
団
部
長
）
、
武
田
丑
松

（
市
消
防
団
福
岡
分
団
部
長
）
、
佐
藤
味

忠
穂
（
市
消
防
団
白
川
分
団
部
長
）
、

高
橋
久
治
郎
（
市
消
防
団
白
川
分
団

班
長
）
、
後
藤
卯
光
（
市
消
防
団
福
岡

分
団
班
長
）
、
管
野
専
一
（
前
市
消
防

団
臼
石
分
団
員
）
、
太
齋
勲
（
市
消
防

団
小
原
分
団
員
）
、
戸
塚
周
一
（
市
消

防
団
白
石
分
団
班
長
）
、
木
村
兼
治

（
市
消
防
団
福
岡
分
団
員
）
、
高
橋
敏

（
市
消
防
団
大
平
分
団
部
長
V
、
坂
井

盛
二
（
自
石
市
交
通
指
導
隊
班
長
）
。

…
篤
　
　
行
　
　
者
』

　
菊
地
常
夫
（
㈲
白
石
電
設
代
表
取

締
役
社
長
）
、
白
石
市
民
謡
民
舞
保
存

研
究
会
、
㈹
宮
城
県
鍼
灸
按
摩
マ
ッ

サ
ー
ジ
指
圧
師
会
白
石
支
会
。

教
爵
功
績
者

川
教
育
功
績
者
…

　
故
高
橋
一
男
（
前
深
谷
公
民
館
長
）
、

国
分
正
志
（
福
岡
公
民
館
長
）
、
佐
藤

功
（
市
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
）
、

佐
藤
守
男
（
同
）
、
日
下
三
雄
（
前
白

石
市
教
育
委
員
会
委
員
長
）
、
加
藤
熊

雄
（
小
原
小
学
校
父
母
教
師
会
長
）
、

柿
崎
六
郎
（
自
石
第
｝
小
学
校
医
）
、

加
藤
大
祐
（
大
平
小
学
校
医
）
、
渡
辺

和
三
郎
（
大
鷹
沢
小
学
校
医
）
、
銭
谷

喜
四
男
（
南
中
学
校
医
）
、
秦
野
光
子

（
前
白
川
小
・
白
川
中
・
福
岡
中
学

校
薬
剤
師
）
、
自
石
市
立
大
鷹
沢
小
学

校
（
学
校
独
自
の
学
校
給
食
指
導
計

画
を
策
定
し
、
学
校
給
食
の
創
意
と

充
実
実
践
に
努
力
、
そ
の
実
績
に
よ

り
学
校
給
食
優
良
校
と
し
て
文
部
大

臣
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
学
校
給
食
の

充
実
に
寄
与
）

…
感
謝
状
贈
呈
者
｝

　高

橋
福
一
（
大
鷹
沢
小
学
校
父
母

教
師
会
監
事
）
、
高
橋
基
（
羊
申
会
会

長
）
、
菅
原
了
二
（
自
石
電
報
電
話
局

局
長
）
、
森
善
一
（
臼
石
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
会
長
）
、
高
橋
礼
子
（
市
第
一

幼
稚
園
母
の
会
代
表
）
、
鈴
木
六
一
郎

（
白
石
市
植
物
誌
刊
行
会
代
表
）
太

斎
彰
浩
（
南
中
学
校
生
徒
代
表
）
中

沢
新
市
。

▲市職員特別自治功労者

4

スパイクタイヤ使用自粛県民総ぐるみ運動実施中

　　　聖卸巨且坦』1～　1礎奪ヨ亘訂劇

広げようスパイケタイヤ白粛の輪

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の

　
使
用
自
粛
に
ご
協
力
を
〃
”

　
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
使
用
自
粛
の
推

進
は
、
行
政
と
住
民
が
一
体
と
な
つ

て
、
交
通
安
全
の
確
保
を
図
り
な
が

ら
、
道
路
粉
じ
ん
の
発
生
や
、
舗
装

路
面
の
摩
耗
等
を
少
し
で
も
防
止
し

快
適
な
生
活
環
境
を
守
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
白
石
市
は
、
昨
年
か
ら
使
用
自
粛

推
進
重
点
地
域
と
使
用
自
粛
推
進
地

域
の
二
段
階
に
区
分
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
脱
ス
パ

イ
ク
運
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　今

冬
期
間
も
昨
年
同
様
ス
パ
イ
ク

タ
イ
ヤ
使
用
自
粛
基
準
区
分
を
設
け

ま
し
た
の
で
、
交
通
安
全
に
は
十
分

ご
注
意
の
う
え
、
脱
ス
パ
イ
ク
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

．
…
園
．

壁ト
ー

，

一
島
に

　
　
郭
　
　
し

　
　
『
．
一
理

㍉
轟
「

ぜ嵐『轟
邑で

　
、
忘
除

　
住
不
を

　
三
　
、
区

　
、
子
地

　
先
原
沢
域

　
鎌
川
芹
全

　
、
、
、
内

　
原
王
網
市

　
小
蔵
大
く

域地

、
忘

住
不

三
　
、
区

、
子
地

先
原
沢

鎌
川
芹

原
王
網

小
蔵
大

　　　　　　　自　　　　粛　　　　基　　　　準
1）4月1日から11月30日までの間は、スパイクタイヤの使用を自粛する
2）12月中及び3月中は、公共輸送機関の積極的利用に努めるほか、タイ

ヤチェーン等のすぺり止めの装置を装着するなど状況に応じたすべり止

　めの方法を講じることにより、できる限りスパイクタイヤの使用を自粛
　する。

3）1月1日から2月末日までの間は路面の状態を考慮して、スパイクタ
　イヤが不必要な場合にはその使用を自粛する。

1）4月1日から11月30日までの問は、スパイクタイヤの使用を自粛する

2）12月1日から翌年3月31日までの間は路面の状態を考慮してスパイク
　タイヤが不必要な場合には、その使用を自粛する。

地域区分
使用自粛推タ笙

重点地域

進
域

推粛自用使
地

　
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の

　
　
ピ
ン
抜
き
機
の

　
　
　
貸
し
出
し
に
つ
い
て

　
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
使
用
自
粛
推
進

の
］
環
と
し
て
、
「
ピ
ン
抜
き
機
」
の

貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

利
用
さ
れ
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
受
付
日
時
　
十
二
月
二
十
六
日
ま

　
で
　
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

　
（
土
曜
の
午
後
と
日
曜
は
除
く
）

▼
申
し
込
み
場
所
　
衛
生
課
岱
五
－

　
二
一
一
一
（
内
線
一
二
九
）

▼
申
し
込
み
方
法
　
数
に
制
限
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
電
話

連
絡
の
う
え
ご
利
用
願
い
ま
す
。

貸
し
出
し
は
無
料
で
す
。

　
　
　
を
㌧
、
こ
　
　
く
、
し

　
　
　
境
＼
戦
細
さ

　
　
辱
指
蓮
隻

　
　
し
N
る
＼
　
は
＼

　
　
誌
く
＼
ミ
＼
て
、

　
ノ
、
　
　
　
　
、
し
＼

　
レ
　
？
　
ゴ
、

す
＼
＼
溜

①
ゴ
ミ
は
燃
え
る
も
の
と
、
燃
え
な

　
い
も
の
に
区
分
し
、
必
ず
決
め
ら

　
れ
た
日
の
朝
に
、
ポ
リ
容
器
か
ビ

　
ニ
ー
ル
袋
（
指
定
の
も
の
）
に
入

　
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
台
所
か
ら
出
る
ゴ
ミ
は
、
必
ず
穴

　
を
あ
け
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
は
、
必
ず
穴
を

　
あ
け
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

④
使
用
済
み
乾
電
池
は
、
決
め
ら
れ

　
た
日
に
集
積
所
備
え
つ
け
の
空
カ

　
ン
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
大
き
な
ゴ
ミ
（
粗
大
ゴ
ミ
）
は
、

　
あ
ら
か
じ
め
衛
生
セ
ン
タ
ー
曾
五

　
ー
四
〇
五
〇
に
連
絡
し
て
か
ら
、

　
直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
○
テ
レ
ビ
等
は
P
C
B
を
取
り
は

　
ず
し
て
も
ら
い
証
明
書
を
添
付
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　
○
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
な
ど
は
モ
ー

　
タ
ー
を
取
り
は
ず
し
て
か
ら
搬
入

　
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ゴ
ミ
の
中
に
は
、
大
切
な
資
源
と

な
る
も
の
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
ま

す
。
捨
て
る
前
に
も
う
一
度
見
直
し
、

ゴ
ミ
の
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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（7）一般行政職の等級別職員数の状況（昭和59年4月1日現在）

区 分

標準的な職務内容

職　　員　　数

構　　成　　比

参

考

1年前の構成比

5年前の構成比

特1等級

課長・局長・参事

28　人

　　　％10．0

　　　％10。2

　　％6，7

三等級
課長・局長・参事

33　人

　　　％11，8

　　　％12．4

　　　％14．1

2箸級
課長補佐・次長
主幹・所長

50　人

17。9％

　　　％13．8

　　　％16．7

3等級
係長・主任・主査

40　人

14．4　％

　　　％12．4

9．3　％

4等級
主事・技師・書記

96　入

34．4　％

36．0　％

40．9　％

主 1・白石市の給与条例に基づく給料表の等級区分による職員数である。

2．標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名である。

一般行政職の昇給期間短縮の状況

5導級
主事・技師・書記

32　人

　　　％11。5

　　　％15．2

12．3　％

計

279　人

100　％

100　％

　　％100

（8）

年度区分

58年度

57年度

職員数　A

　　　人279

　　　人283

昇絵期間を短縮して
昇緒した職員数　郵

45　　人

　　　人50

比率（B／A）

16。1　　％

17．7　　％

（9〉職員手当の状況

区　　分

期末手　当
勤勉　手　当

退職　手　当

臼 石 市

（59年度支給割合）

　　　　　　期末手当

6月期
12月期

3月期
　計

1。4月分

1．9月分

0．5月分

3．8月分

勤勉手当

0．5月分

0．6月分

　一月分

！．1月分

（支給率）

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

自己都合

　23．1月分

31，2125月分

52．9375月分

　65．5月分

　　制度なし

勧奨・定年

33，075月分

50．225月分

73．15月分

74．525月分

その他の加算措置

退職時勧奨退職者2号俸
特別昇給
1人当たり
　　　　　　743千円　17，709干円
平均支給額

国

（59年度支給割合）

6月期
12月期

3月期
　計

期末手当

1．4月分

1．9月分

0．5月分

3．8月分

勤勉手当

0．5月分

0．6月分

　一月分

1．1月分

（支給率）

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

自己都合

21．0　月分

28。375月分

48．125月分

60．0　月分

勧奨・定年

28．875月分

44．55月分

63．525月分

63．525月分

その他の加算措置　　制度なし

退職時原則1号俸
特別昇給　特別の勧奨退職者2号俸

（注〉退職手当1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額である。

特殊勤務手当

（昭和58年度）

区 分

職員全体に占める手当支給職員の割合

支給対象職員1人当たり平均支給年額

手当の種類 （手当数）

代表的な手当の名称

支給額の多い手当

多くの職員に支給

されている手当

全 職 種

15．6％

27，182円

8種類
速記事務従事職員の特殊勤務手当

保健指導業務従事職員の特殊勤務手当

社会福祉業務従事職員の特殊勤務手当

特別勤務職員の特殊勤務手当

市税事務従事職員の特殊勤務手当

市税事務従事職員特殊勤務手当

塩素滅菌業務従事職員の特殊勤務手当

社会福祉業務従事職員の特殊勤務手当

保健指導業務従事職員の特殊勤務手当

特別勤務職員の特殊勤務手当
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（1）人件費の状況（普通会計決算）

匿分

58年度

f主民基本
台帳人口

‘59．3．31現在）

　42，276

1注1人件費には、特別職

歳出額A

　　　干円
8，201，507

実質収支

　　干円
312，631

人件費B

　　　千円
1，861，934

人件費率
B／A

22．70

％

（参考）57年度

の人埠費率

　　　　％
20．21

こ支給される給料、報酬等を含む1

12）職員給与費の状況（普通会計の当初予算）

区分

59年度

職員数
　A

八
6

　
4
1

ム
ロ糸 与 費

給　　料

　　干円
887，957

職員手当

　　千円
117，545

期末鋤勉手当

　　千円
374，264

B一
一
斉

　　　干円

1，379，766

1人当たり給

1鵬（BIA）

　千円

3，317

（注11．職員手当には退職手当を含まない。

（3）特別職の報酬等の状況（59年4月1日現在）

区　　分

市　　長

助　　　役

収　入　役

議　　　長

副　議　長

員議

給料月額等

給料　　　672，000円

〃　　　545，000円

〃　　　484，000円

報酬　　306，000円

〃　　　252，000円

〃　　　236、000円

期宋 勤勉手当
（59年度支給割合）

　　　　　　期末手当
6月期　　　1．4月分

12月期　　　1．9月分
3月期　　　0．5月分

　計　　　　3．8月分

勤勉手当

0．5月分

0．6月分

1．1月分

6月期
12月期

3月期
　計

1．4月分

1．9月分

0．5月分

3．8月分

（4）職員の初任給の状況（昭和59年4月1日現在）

白
石
市
職
員
の
給
与
の
あ
ら
ま
し

　
本
市
職
員
の
給
与
等
は
、
市
議
会
で
給
与
条
例
を
定
め
、
予
算
の
審
議
な
ど
を

通
し
て
、
十
分
な
審
議
を
し
適
正
な
運
用
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
次
の
と
お
り
そ

の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

区　　　分

一般行政職
大学卒

高校卒

臼　　石　　市

決定初任給・

104，000円

87，700円

採嗣2年経過

日給料額
114，900円

93，400円

富　　城　　県

初綬給
104，000円

87，700円

採閑2年経過

日給料額
114，900円

93，400円

国

初　証給

104，000円

87，700円

採嗣2年経過

日給料額
114，900円

93，400円

（5〉 職員の平均給料月額・平均給与月額及び平均年齢の状況（昭和59年4月1日現在）

区　　分

白　石　市

県城宮

国

般　行　政　職
平均給料月額

184，400円

223，g48円

円4
　
∩
0

　9

」1
　り］

平均給与弩額

206，177円

264，284円

平均年齢
36．10歳

　　　歳39。3

40．1　歳

技　能　労　務　職
平均給料月額

151，800円

211，42g円

193，150円

平均給与月額

162，522円

245，151円

平均隼齢
　　歳46．6

　　歳46．7

　　歳48．5

（6）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和59年4月1日現在1

区 分

一般行政職
大学卒

高校卒

経験年数10年

！65、200円

！31，887円

経験年数2ひ年

197，400円

（注1経験年数とは、採用前に民間企業等に勤務した期間がある場含は、その
　　期問を換算r一、採用後の勤務期間に加算した年数である、
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50，085千円

115千円

36，112千円

83千円

支　　給　　総　　額

職員1人当たり支給年額

支　　給　　総　　額

職員1人当たり支給年額

58年度

57年度

時間外勤務手当

国の制度と異なる内容国の制度
との異1司

じ同

じ同

2．交通用具使用者のうち、自転車

使用者は国の制度と同じであるが

原動機付自転車及び自動二輪車、

普通自動車の使用者については使

用距離（片道2km以上）により

　2。000円～12，001）円としている。
一部
異なる

　　　内　　　　　　　容

1．配偶者　12，300円

2。配偶者以外の扶養親族

　ア．2人までそれぞれ　3，800円

　イ，3人目から1人につき1，000円

　　（配偶者がない場合にあっては、そ

　　　のうち1人につき8，300）

1。借家、借間に居住している職員

　ア，月額16，500円以下の家賃を支払っ

　　ている職員、家賃一9，000円

　イ．月額16，500円を超える家賃を支払

　　っている職員

　　　　　　　家賃一16，500円
　　7，500円十　　　　　　　　で
　　　　　　　　　　2
　　14，300円を限度

2．自宅に住居している職員

　1，000円（新築、購入した住居にあっ

　ては、新築、購入の日から起算して5

　年を経過するまでの間は2，500円）

1．交通機関等の利用者

　1ヵ月に要する運賃等の相当額、ただ

　し、その額が17，600円を超えるときは

　　　　　　17，600円を超える額
　17，600円十
　　　　　　　　　　2
　で20，400円を限度

2．交通用具の使用者

　ア．自転車使用者

　　使用距離（片道2km以上）により

　　2，000円～8，200円

　イ．原動機付自転車及び自動二輪車、

　普通自動車の使用者、使用距離（片道

　　2km以上）により2，000円～12，000円

分区

当手養扶

当手居住

当手勤通

』←

“
昌

　
開
か
れ
た
行
政
を
実
現
す
る
た
め

に
、
自
治
体
が
持
っ
て
い
る
”
情
報
”

を
住
民
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
公
開

す
る
こ
と
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
六
七
年
の
独

立
記
念
日
を
期
し
て
最
初
の
情
報
自

由
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
わ
が

国
で
は
昭
和
五
十
七
年
四
月
に
山
形

県
最
上
郡
金
山
町
が
公
文
書
公
開
条

例
を
施
行
し
た
の
が
最
初
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
五
十
九
年
十
月
時
点
で
、
都
道
府

　
　
　
　
県
レ
ベ
ル
で
は
東
京
、
神

　
　
　
｝
奈
川
、
埼
玉
、
岡
山
、
大

レ
ゲ
、
斧
「
阪
、
長
野
の
各
都
府
県
、

　
　
　
　
市
町
村
レ
ベ
ル
で
は
十
四

市
町
が
制
度
化
を
実
施
ず
み
で
、
さ

ら
に
多
く
の
自
治
体
が
制
度
化
に
向

け
て
作
業
中
で
す
。

　
公
開
の
対
象
と
な
る
”
情
報
”
は
、

「
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
非
公

開
の
事
項
を
必
要
最
小
限
に
と
ど
め

る
」
こ
と
と
し
て
い
る
自
治
体
が
多

く
、
神
奈
川
県
の
場
合
は
、
情
報
公

開
の
適
用
除
外
と
し
て
次
の
よ
う
な

項
目
な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
①
条
約
・
法
令
で
非
公
開
と
さ
れ

て
い
る
も
の

　
②
犯
罪
の
捜
査
に
関
係
す
る
も
の

　
③
公
開
に
よ
り
事
業
の
公
正
円
滑

な
執
行
に
支
障
が
あ
る
も
の

8

　　　輿ぎ聖」一一1・て私㌧ 翼、まン

　年末のあわただしさは・1年のしめくくりを感　飲む機会も増えます。

じさせます。車を運転する人々にとっては、その　　ドライバーにとって最も注意しなければならな

あわただしさが・安全運転になくてはならない“ゆ　い時期を安全に過ごすためにはどうしたらよいの

とり”・を奪い・ついスピ・一ドを出し過ぎたりして　か。スピードの出し過ぎの怖さ、飲酒運転の恐ろ

しまうようです。また・年末は忘年会などで酒を　しさにスポットを当ててみました。

人
命
、
家
庭
を
打
ち
く
だ
く

　
　
　
“
ス
ピ
ー
ド
の
破
壊
力
”

　
車
を
走
ら
せ
て
い
る
と
「
制
限
速

度
四
十
キ
ロ
」
や
「
徐
行
」
と
い
っ

た
、
速
度
標
識
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
車
の
持
つ
最
も
本
質

的
な
機
能
は
、
そ
の
「
ス
ピ
ー
ド
」

に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
現
実
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ピ
ー

ド
制
限
が
あ
っ
て
、
車
本
来
の
機
能

に
”
制
約
〃
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
速
度
は
”
事
故
の

ス
ピ
ー
ド
が
上
が
る
と
視
力
は

落
ち
、
視
野
も
狭
く
な
る

　
ス
ピ
ー
ド
が
増
す
に
つ
れ
て
視
力

が
落
ち
、
視
野
が
狭
く
な
る
こ
と
は
、

経
験
的
に
ご
存
じ
の
方
も
お
ら
れ
る

で
し
ょ
う
。

　
具
体
的
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
視
力
は
、
時
速
三
十
キ
ロ
ぐ
ら
い

で
四
分
の
三
に
落
ち
、
時
速
七
十
キ

ロ
ぐ
ら
い
に
な
る
と
、
半
分
ぐ
ら
い

ま
で
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
視
野
も
ス
ピ
ー
ド
が
上
が

る
ほ
ど
狭
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
時

速
四
十
キ
ロ
の
と
き
一
〇
〇
度
く
ら

い
あ
っ
た
視
野
が
、
時
速
百
キ
ロ
に

な
る
と
わ
ず
か
前
方
四
〇
度
く
ら
い

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
噛

危
険
”
を
は
ら
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。

　
昭
和
五
十
八
年
の
死
亡
事
故
を
み

る
と
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
に
よ
る
も
の

は
約
二
三
％
、
ほ
ぼ
四
件
に
一
件
の

割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
わ

き
見
運
転
や
前
方
不
確
認
な
ど
の
安

全
運
転
義
務
違
反
に
よ
る
事
故
に
次

い
で
、
二
番
目
に
多
い
死
亡
事
故
原

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
数
字
は
、
ド
ラ
イ
、
バ
ー
の
皆

さ
ん
が
、
い
か
に
ス
ピ
ー
ド
の
持
つ

”
破
壊
力
”
や
怖
さ
を
軽
視
し
が
ち

で
あ
る
か
を
示
し
て
い
る
、
と
言
え

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ス
ピ
ー
ド
を
出
せ
ば
出
す
ほ
ど
、

視
力
が
弱
ま
り
、
視
野
が
狭
め
ら
れ

る
と
い
う
事
実
を
知
り
、
ス
ピ
ー
ド

は
控
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
で
も

　
　
車
は
す
ぐ
に
止
ま
ら
な
い

け
て
も

車
は
ス
ピ
ー
ド
が
出
て
い
れ
ば
出
て

い
る
ほ
ど
、
停
止
す
る
ま
で
に
長
い

距
離
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
同
じ
速

度
で
も
、
路
面
の
状
況
に
よ
っ
て
停

止
距
離
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

　
雨
天
の
場
合
、
車
が
停
止
す
る
ま

で
の
距
離
は
、
道
路
が
乾
い
て
い
る

と
き
の
一
・
五
倍
以
上
か
か
り
ま
す
。

　
特
に
冬
場
の
道
路
は
凍
っ
て
い
た

り
、
雪
の
た
め
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

で
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
る
の
は
危

走
行
中
の
車
に
急
ブ
レ
ー
キ
を
か

　
　
、
す
ぐ
に
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。

』奪㍉・

　・喪　噸

一二一一τ7rソー二7－7π一－

旨
　
訴
憲
と

険
き
わ
ま
り
な
い
こ
と
で
す
。

　
制
限
速
度
を
守
る
と
と
も
に
、
状

況
に
応
じ
た
ス
ピ
ー
ド
で
安
全
運
転

を
心
が
け
ま
し
よ
う
。

　
　
レ
ト
ド
　

セ
ば
ウ
リ
　

－
齢
一
糊
ソ
　
，

L
。
ー

コ
』
蒙
醗
，
一

　
i
　
　
、
，
冥
誕
弘
4
箪

伽
虐
錦
速度と視野の広さ

‘裡力0，1以上で毘える範囲1

ス
ピ
ー
ド
が
三
倍
の
と
き

　
　
　
衝
撃
は
九
倍
に
な
る

　
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
壁
な
ど
に
衝

突
し
た
と
き
の
衝
撃
は
、
ス
ピ
ー
ド

の
二
乗
に
比
例
し
ま
す
。
例
え
ば
時

速
二
十
キ
ロ
が
六
十
キ
ロ
に
な
っ
た

場
合
、
ス
ピ
ー
ド
は
三
倍
に
増
え
て

い
ま
す
が
、
衝
撃
は
九
倍
に
も
ふ
く

れ
あ
が
る
の
で
す
。

　
ス
ピ
ー
ド
事
故
の
多
く
が
死
亡
や

重
傷
事
故
に
な
り
や
す
い
の
は
、
こ

の
よ
う
な
衝
撃
の
大
き
さ
に
よ
る
も

の
な
の
で
す
。
ち
な
み
に
、
六
十
キ

ロ
の
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
た
車
が
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
場
合
、

ビ
ル
の
五
階
（
約
十
四
メ
ー
ト
ル
）

ぐ
ら
い
か
ら
落
ち
た
と
き
と
同
じ
衝

撃
を
受
け
る
の
で
す
。

　
　
　
　
◇
　
　
◇

　
ス
ピ
ー
ド
を
出
せ
ば
出
す
ほ
ど
、

危
険
な
状
況
が
増
え
て
い
く
。
ス
ピ

ー
ド
は
、
車
の
持
つ
本
質
的
な
機
能

で
す
が
、
そ
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
て
こ
そ
、
車
と
の
上
手
な
“
つ
き

あ
い
”
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し

よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

※
「
速
度
と
視
野
の
広
さ
」
の
実
験
デ
ー
タ
は
、

愛
知
医
科
大
学
・
鈴
村
昭
弘
教
授
の
も
の
に

よ
り
ま
す



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
、
湯
通
し
し
た
あ
と
、
甘
酢
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
け
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
マ
カ
ロ
ニ
も
熱
湯
で
ゆ
で
て
、
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D
　
　
　
洗
い
し
食
べ
や
す
，
・
、
切
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乏
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
　
　
④
に
ん
じ
ん
は
た
ん
ざ
く
に
薄
く
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
、
さ
っ
と
ゆ
で
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
、
｝
覧
蒜
⑤
罐
せ
ん
切
り
に
阪
水
に
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
、
　
⑥
油
揚
げ
は
油
切
り
し
、
た
ん
ざ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
看
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
　
　
に
切
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
卵
は
と
い
て
、
塩
、
こ
し
ょ
う
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
々
入
れ
、
う
す
く
焼
き
た
ん
ざ

【
材
料
】
　
（
一
人
分
）
　
　
　
　
　
　
　
く
に
切
る
。

わ
か
め
1
6
9
、
ひ
じ
き
4
9
、
マ
カ
　
⑧
レ
タ
ス
は
洗
い
、
水
気
を
切
る
。

ロ
ニ
2
5
9
、
に
ん
じ
ん
3
㎝
、
ね
ぎ
　
⑨
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
④
の
白
ゴ
マ
は
い

少
々
、
油
揚
げ
・

2
、
卵
ー
コ
、
レ
タ
　
　
っ
て
、
す
り
つ
ぶ
し
、
他
の
材
料

ス
、
油
、
甘
酢
（
酢
・
砂
糖
）
、
塩
、
　
　
に
ま
ぜ
合
わ
せ
る
。

こ
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎝
①
～
⑧
ま
で
の
材
料
を
器
に
盛
り

（
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
）
　
　
　
　
　
　
　
合
わ
せ
、
好
み
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

④
白
ゴ
マ
、
酢
、
砂
糖
、
し
ょ
う
ゆ
、
だ
　
　
で
食
べ
る
。

　
し
汁
。

⑰
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
レ
モ
ン
、
　
　
　
、
　
　
4
ー

　
ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
、
一
味
唐
辛
子
。
　
　
　
　
．
、
，
章
，
へ
広

【
作
り
方
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
海
　
藻
”

①
わ
か
め
は
よ
く
洗
い
、
食
べ
や
す
　
　
現
在
、
世
界
で
知
ら
れ
て
い
る
海

　
い
大
き
さ
に
切
り
、
湯
通
し
し
た
　
藻
の
種
類
は
約
一
、
O
O
O
種
の
も

　
あ
と
、
さ
っ
と
水
洗
い
す
る
。
　
　
の
が
あ
っ
て
、
こ
の
う
ち
約
六
〇
種

②
ひ
じ
き
は
洗
っ
て
水
に
つ
け
も
ど
　
ほ
ど
の
海
藻
が
、
食
用
と
し
て
利
用

x！1

ヲ

π伊

ん

努らずり　ま食な子多せ発つのル動内て　れをまやと　さ
力海かにたす品のをいな育大人を脈の密ヨて多すビビ栄れ
を藻な食だ。とで整のい期切の低硬新接1い量。タタ養て

、
通
常
私
た
ち
が
一
回
あ
た

べ
る
海
藻
の
分
量
が
ご
く
わ

の
で
、
料
理
を
工
夫
し
な
が

の
使
用
度
を
高
め
、
食
べ
る

し
た
い
も
の
で
す
。

ド
は
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
と
し

な
関
連
を
も
っ
て
お
り
、
体

陳
代
謝
を
盛
ん
に
し
た
り
、

化
を
予
防
し
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

下
さ
せ
る
な
ど
、
中
年
以
上

健
康
に
沿
お
い
に
関
連
を
も

な
栄
養
素
で
す
が
、
同
時
に

の
子
ど
も
や
妊
婦
に
も
欠
か

も
の
で
す
。
ま
た
、
繊
維
も

で
便
通
を
よ
く
し
て
体
の
調

え
、
し
か
も
低
エ
ネ
ル
ギ
ー

、
肥
満
を
防
止
す
る
た
め
の

し
て
は
最
高
の
も
の
と
い
え

えでものな健下化陳なドまにミミミ素い
　便の子栄康さを代関はす含ネンン的ま

消費生活モニター調査結果

す
。に

み
る
と
、
ミ
ネ
ラ
ル

の
宝
庫
で
カ
ル
シ
ウ
ム

A
が
多
く
含
ま
れ
て
い

ラ
ル
の
中
で
も
ヨ
ー
ド

む
食
品
と
し
て
注
目
さ

㊥

拶

霧

㊥

鴎

調査日1昭和59年11月1日　白石市

品 名

1．砂 糖

2．しょう沼i
3。サラダ油

4．小麦粉
5．食　パ 、

ノ

、
ノガマ6

7，牛 ゑ
す

タ8
9．　テ｛ッシュベーぺ一

10．ラ　　　ッ　　プ

11．ブロバンガス

12．カレーライス

13．理髪料
14．パーマネント料

15．灯 油

16．　レギュラーカソリン

17，軽 由

18．A　重　油

銘柄　規格
上自糖　　1kg
本爵貝う堂卜二有り娼農【コ　　　1．呂1’

　　　1びん代込み1
ポリ容器入り　　lkg

薄力粉　　1kg
並　　食 1斤

ソフトカルトン、人り225臼

紙容器入り　1，000CG

カ1レトン入り　225g

400枚（200組）紙箱入り

幅30em長さ20m（一巻）

10㎡ （気体）

並　皿 皿

コール支〔ショートうノト及ひ
セノト臨ぐむ㌧，

小学生調髪（洗髪を含む）

（店頭価格　　18の

（配達料込み　18ぞ）

1　4　現　金
1　2　現　金
！　ぞ　現　金

最高値
288円
525

590

240

170

215

280

598

158

238

5，100

450

1，600

6，000

1，500

1，550

155

110

85

最低値
268円
418

430

208

！50

163

198

377

0り］1
118

5，000

370

1，400

4，500

1，400

1，450

152

100

78

平均値
273円
449

542

220

155

193

235

427

150

183

5，079

424

1，500

5，250

1，456

！，491

153

104

81

前月平均騰

273円
448

552

217

155

192

236

402

151

194

5，095

438

1，483

5，250

1，493

1，528

155

104

82

対前月価格比

　　＿円

0．2

△1．8

1．4

0．5

△0．4

6．2

△0．7

△5，7

30△

ウ
山

∩
D△

1．1

△2．5

△2．4

ム1．3

△1．2

騰 考

上昇品目：しょう油、

小麦粉、マーガリン、

バター、理髪料

下降品目：サラダ油、

牛乳、テfッシュペー

ノマー、ラップ、ブロパ

ンガス、カレーライス、

灯油、　レギュラーガソ

リン、A重油

横ばい品目：砂糖、食

パン、パーマ†・ント料、

軽油

11
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　　　　機敏な行動を披露

　　　　　　　　　　○一消防操法大会

　11月4日、白一小で第6回白石市消防操法大会が行

われ、日頃の訓練の技を披露しました。大会では、小

・型ポンプ操法に各分団から2チーム合計16チームが参

加。A・B両ブロックに分かれた競技では、1組4人

の団員たちが各分団の声援のもと気合いの入った競技

に挑戦。審査の結果総合優勝は、白石分団、準優勝大

平分団、第三位越河分団の成績順位です。これまでの

総合優勝の記録として第1、2回は小原分団、第3、

4回大平分団、第5回大鷹沢分団となっています。

圏陶■噛騨弘－

塾

、
言

　　盛況でした白石市農業祭

　　　　　　　　○一白一小・市民会館

11月10日～11日、第8回自石市農業祭が催され、各

会場は大勢の市民でにぎわいました。自一小体育館で

は、農林産物共進会並びに即売会及び書写と絵画の展

示が行われました。市民会館では、昨年姉妹都市提携

した登別市から北海道の物産、海洋産物の展示即売が

行われ、訪れた市民は、珍らしい即売に人気が集中、

多数の買い物をしていました。また2階大ホールでは、

芸能大会が催され、舞踊やカラオケ大会が披露され、

名司会のもと会場は熱気いっぱいでした。

わだい

贈隔顔噸閣騨　　　 、－

｛

為
芦

　　　　児童館まつり
　　　　　　　　　○一白石第二児童館

11月17日（土1の午後、第二児童館で「児童館まつり」が

にぎやかに開かれました。まっりでは、第一児童館の

子供たちが招待され、親子300人が集合。展示コーナー

やわたあめ、ジャンケン、母親クラブ（どんぐり母親

クラブ・白萩母親クラブ）などの各コーナーが設けら

れ、子供たちは、おおはしゃぎ。児童たちの劇「赤ず

きん」の名演技が披露された後ジュニア・リーダー（ビ

ッキーズ）の大型紙芸居「こだぬきとキセル」が演じ

られるとまつりも最高潮で1、た。

幽

脳

甚

　，1二』

、簾1．ii、州
　一岬、　　　　　　　　　　　　　　　　　 一
　　　　　■　厚
　　　　　　／

　　　　　“　　　　　　　　芦・〆．

壁坐．　ド，、｝環モ臨

　　　　待望の男子型工場

　　　　　　　　　　（＿）一トーキン白石

11月16日、東北金属工業（本社・仙台市、古後正徳

社長、資本金21億円）は、臼石市旭町にセラミック製

晶と電子部品の製造工場を建設することを表明しまし

た。同社は新工場経営のため12日、10（〕％出資のトーキ

ン自石（本社・自石市、古後正徳社長、資本金5千万

円）を設立しました。工場は12月に着工、来年5月操

業予定です。トーキン臼石は従業員数6α）人（大半が現地

採用の予定）でその半数が男子であり、待望の男子型

企業の進出です。

ズ澤二麹 10



面

厨

駐

易

　
　
宮
城
県
産
業
功
労
者

　
　
　
　
　
　
と
し
て
表
彰
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
川
漁
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
合
長
十
二
村
盛
英
さ
ん

　
私
た
ち
の
住
む
白
石
市
は
、
雄
大
な
蔵
王
連
峰
を
有
し
、
母
な
る

川
、
清
流
臼
石
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
白
石
川
を
憩
い
と
う
る
お
い
の
あ
る
川
に
す
る
た
め
約
三
十
年

間
白
石
川
漁
業
協
同
組
合
（
組
合
員
数
二
百
名
）
の
組
合
長
の
要
職
を

努
め
、
こ
の
ほ
ど
県
の
産
業
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
十
二
村
盛

英
さ
ん
（
㈱
十
二
村
銃
鉋
火
薬
店
社
長
）
▽
東
小
路
十
九
目
（
六
十

七
歳
）
。

　
同
組
合
は
、
大
正
初
期
に

設
立
さ
れ
、
盛
英
さ
ん
の
父

盛
孝
さ
ん
が
組
合
長
の
頃
か

ら
、
白
石
川
に
琵
琶
湖
か
ら

稚
ア
ユ
を
持
っ
て
来
て
放
流

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
琵
琶
湖
か
ら
稚
ア
ユ
三

百
㎏
を
白
石
川
へ
転
入
放
流
、
中
新

田
町
か
ら
同
三
百
㎏
の
稚
ア
ユ
を
放

流
、
ま
た
渓
流
魚
や
鯉
、
ワ
カ
サ
ぎ
も

　
　
　
　
　
F

　
　
　
　
　
　
　
『
　
』

　
　
　
　
　
　
　
F

　
　
　
　
　
　
　
　
唱

麟慈
3瀞

合
わ
せ
て
放
流
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
県
の
指
導
の
も
と
で
行
い
、
岩
手

県
の
汽
仙
川
か
ら
の
サ
ケ
三
十
万
つ

ぶ
も
ふ
化
さ
れ
放
流
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
組
合
で
は
、
年
間
入
漁
者
二
千

二
百
名
を
数
え
、
知
事
の
認
可
に
よ

湘
入
漁
権
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
十
二
村
さ
ん
は
、
「
最
近
ダ
ム
工
事

と
水
質
汚
だ
く
で
な
か
な
か
魚
が
増

え
な
い
」
と
話
し
、
「
七
ヶ
宿
ダ
ム
完

成
に
伴
う
、
水
量
の
確
保
問
題
と
魚

の
生
息
状
況
の
悪
化
と
い
う
二
つ
の

課
題
が
生
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま

ず
川
の
調
査
を
専
門
家
の
佐
藤
隆
平

東
北
大
教
授
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ま
た
第
三
者
の
立
場
に
あ
る
同
教
授

へ
七
ケ
宿
ダ
ム
に
対
す
る
補
償
問
題

に
つ
き
ま
し
て
も
交
渉
に
立
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
得
て
い
る
所

で
す
哩
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
十
二
村
さ
ん
は
、
今
回
の
表
彰
は
、

「
自
石
川
を
愛
し
死
ん
だ
お
や
じ
が

一
番
喜
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
凶
と

語
り
、
「
私
自
身
白
石
川
蔵
本
地
区
か

ら
大
堰
用
水
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
用

水
が
自
石
の
市
街
地
を
縦
横
に
走
り
、

水
の
都
白
石
の
名
を
高
か
ら
し
め
て

い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
已

と
、
に
っ
こ
り
。

　
十
二
村
さ
ん
は
、
か
つ
て
は
登
山

が
大
好
き
だ
っ
た
そ
う
で
ま
た
カ
メ

ラ
の
腕
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
自
慢
の

持
ち
主
で
す
。

　
関
ヶ
原
合
戦
は
文
字
通
り
天
下

分
け
目
の
戦
で
あ
っ
た
。
二
の
戦

の
直
前
に
伊
達
政
宗
が
徳
川
家
に

味
方
し
て
当
時
、
上
杉
景
勝
の
領

地
に
な
っ
て
い
た
白
石
城
を
攻
め

て
二
れ
を
奪
っ
た
話
は
有
名
で
あ

る
。
臼
石
は
こ
の
後
、
三
百
年
間

に
わ
た
っ
て
伊
達
領
に
な
っ
た
わ

け
だ
か
ら
、
こ
の
戦
は
白
石
の
人

々
に
強
く
印
象
に
残
っ
た
、
）
福
岡

の
陣
場
・
陣
場
屋

敷
な
ど
の
地
名
は

政
宗
が
本
陣
を
構

え
た
と
こ
ろ
か
ら

っ
い
た
名
で
あ
る
．
．

二
の
戦
の
と
出
、
－
、

　
　
　
の
ハ
せ
り

小
原
の
野
臥
（
在

村
武
士
団
｝
の
頭

目
小
室
助
次
郎
・

高
橋
肥
後
・
斎
藤

幸
右
工
門
・
斎
藤

平
左
工
門
・
小
室

太
郎
左
エ
門
・
半

し
た
か
ら
身
の
木
平
（
下
小
原
｝

の
名
が
生
れ
た
と
い
う
．
、
、
だ
が
こ

れ
ら
の
地
名
は
も
っ
と
以
前
か
ら

使
わ
れ
て
い
た
事
実
で
は
な
い
が
、

興
味
あ
る
話
で
あ
る
。
蔵
本
に
狐

壇
と
い
う
地
名
が
あ
る
，
白
石
川

を
挾
ん
で
白
石
城
の
北
正
面
に
位

置
す
る
一
段
高
い
場
所
で
あ
る
一
．

と
こ
ろ
で
、
臼
石
城
内
に
は
古
ノ
、

か
ら
白
狐
の
一
団
が
棲
み
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
火
災
を
守
っ
て
お

　
　
　
　
　
　
り
、
片
倉
氏
以
前

地名アレコレ

　　⑭
伝説や歴史と地名（2

の
領
主
は
代
み
、
適

当
に
食
餌
を
与
え

て
い
た
、
り
片
倉
家

は
入
城
後
こ
れ
を

止
め
、
今
村
半
之

亟
と
い
う
勇
士
に

台
所
を
荒
ら
す
白

狐
ど
も
を
退
治
さ

せ
た
。
と
こ
ろ
が

二
の
後
、
片
倉
家

に
不
幸
が
続
い
た

沢
稚
楽
之
助
ら
二
十
人
が
小
原
街
　
の
で
、
こ
れ
を
鎮
め
る
た
め
狐
の

道
で
神
出
鬼
没
の
ゲ
リ
ラ
戦
を
展
　
霊
を
祀
っ
た
場
所
が
ニ
ニ
だ
と
い

開
し
伊
達
軍
を
支
援
し
た
。
こ
の
　
う
。
こ
の
狐
壇
の
西
北
に
南
部
山
・

入
達
が
決
起
し
た
と
き
田
の
草
取
　
南
部
屋
敷
と
い
う
の
が
あ
る
。
南

り
の
最
中
だ
っ
た
が
苗
を
振
り
捨
　
部
家
の
先
祖
南
部
弥
六
郎
の
屋
敷

て
て
出
発
し
た
の
で
苗
振
・
下
苗
　
が
あ
っ
た
た
め
の
地
名
だ
と
い
う
。

振
（
以
上
小
原
）
な
ど
の
小
字
名
　
南
部
氏
は
甲
斐
國
の
豪
族
で
鎌
倉

が
で
き
た
と
い
う
。
ま
た
後
年
に
　
時
代
宋
、
東
國
へ
下
り
最
後
に
盛

大
坂
夏
の
陣
が
起
っ
た
際
、
片
倉
　
岡
に
落
ち
着
い
た
。
自
石
の
郡
山

家
の
在
村
士
が
蓑
を
ぬ
い
で
出
陣
　
城
に
も
一
時
居
た
と
伝
え
る
．
．

プ2

わが家のアイ
　　　　　ド
　　　　　ル

菅野広和ちゃん（白石）

慶信さん、利子さんの長男

ママからひとこと

ミ明るく素直に育ってほし

帰
げ

・一．論

・、！ド

鍵ご騨、
　㌦璽

繍
ぢ

り憂
幽
饗
鰯
騒

「
と
び
ば
こ
」

　
こ
む
ろ
ひ
で
と
し

（
深
谷
小
ー
年
）

ノ

1！一

μ
、
町
』

7
吐
　
ブ
’

，

．
ふ
で
、

「古い家」

　　半澤卓弥（越河小6年

　　　市

歌

蕾民壇

〔
投
句
さ
れ
る
方
へ
〕
　
　
　
　
　
名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報

毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
　
係
（
臼
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
　
短
歌
・
俳
旬
の
併
記
は
不
可
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
作
る
名
人
の
友
病
み
て
を
り
展
示
の
日
ま
で
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
癒
え
ら
れ
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
！
、
せ
し
茶
の
間
に
夫
と
秋
の
夜
の
雨
聞
き
を
れ
ば

川
股
兵
三
選

一
服
の
お
茶
の
う
ま
さ
よ
秋
立
ち
て
歌
心
な
ど
う
れ

し
く
も
湧
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

陽
が
沈
む
山
根
の
空
は
あ
か
ね
雲
遠
き
町
並
み
影
絵

の
ご
と
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

朝
つ
ゆ
に
し
だ
る
萩
を
支
え
る
に
触
れ
て
こ
ぼ
る
る

紫
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

懐
し
き
猪
苗
代
湖
に
旅
さ
れ
し
陛
下
の
長
寿
を
更
に

祈
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
邦
男

小
雨
降
る
高
野
の
山
の
奥
津
城
は
大
杉
の
下
苔
む
し

お
わ
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

ふ
る
さ
と
へ
彼
岸
も
末
の
墓
参
り
秋
桜
の
花
に
心
安

ら
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
久
子

木
の
香
か
ぐ
わ
し
　
　
　
　
　
高
子
た
ち
ば
な

街
並
は
雨
に
け
む
り
て
わ
く
ら
葉
の
歩
道
に
濡
れ
し

午
後
の
し
づ
け
さ
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

気
忙
し
く
過
ぎ
し
彼
岸
の
中
日
は
夕
べ
静
か
に
経
を

読
み
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

川
添
え
の
ス
ス
キ
の
穂
波
風
に
ゆ
れ
そ
ぞ
ろ
あ
る
き

に
老
の
身
憩
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

漸
く
に
む
く
は
れ
し
ご
と
穂
波
垂
る
映
田
の
田
面
黄

ひ
と
色
に
し
て
　
　
　
　
　

若
桑
謙
一

育
ち
た
る
子
の
部
屋
隅
に
遠
き
日
の
ビ
ー
玉
一
つ
こ

ろ
げ
て
い
た
り
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
　
朝
子

水
澗
れ
し
中
州
に
遊
ぶ
山
鳥
の
子
を
伴
い
て
ゆ
く
岸

辺
長
閑
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
省
三

秋
海
業
を
壼
い
っ
ぱ
い
に
飾
り
つ
け
居
間
に
小
花
を

愛
で
て
和
み
ぬ
　
　
　
　
　
　
．
　
草
野
　
美
沙

俳

壇

鈴
木
貞
二
選

甲
高
き
距
の
声
か
な
雲
は
や
し
　
　
　
佐
藤
　
周
子

物
置
に
月
明
り
あ
り
チ
チ
ロ
虫
　
　
　
大
庭
　
良
子

日
本
の
チ
ベ
ッ
ト
地
帯
う
す
紅
葉
　
　
高
橋
和
歌
子

一
心
に
栗
む
・
、
吾
子
の
歯
を
見
せ
て
　
鈴
木
　
民
子

山
深
く
座
す
弁
天
像
秋
の
風
　
　
　
高
子
た
ち
ば
な

秋
時
雨
熱
き
朝
茶
を
い
れ
二
人
　
　
　
石
沢
　
敏
子

兄
の
忌
の
墓
碑
に
燃
え
を
り
ま
ん
じ
ゅ
さ
げ
　
岡
崎
　
澄
子

仲
秋
の
月
に
匂
へ
り
金
木
犀
　
　
　
　
勅
使
瓦
令
造

供
花
に
勇
る
紫
苑
に
露
の
一
と
雫
　
　
太
田
　
敏
子

コ
ス
モ
ス
の
シ
ソ
ク
な
ぢ
じ
ぎ
雨
あ
が
る
斎
藤
　
朝
子

強
き
日
射
し
日
増
に
炎
ゆ
る
葉
鶏
頭
　
吉
見
　
信
子

秋
草
の
思
ひ
思
ひ
に
咲
き
乱
れ
　
　
　
佐
藤
　
善
夫

誘
は
れ
て
フ
ラ
ン
ス
映
画
秋
日
和
　
　
青
木
　
良
子

葉
鶏
頭
ト
ン
ボ
を
軽
く
休
ま
せ
ぬ
　
　
吉
野
　
美
沙

集
会
を
終
え
て
出
づ
れ
ば
夕
時
雨
　
　
川
村
　
静
恵

　
○
次
回
分
よ
り
課
題
句
と
い
た
し
ま
す
。
「
初
荷
初

　
詣
」
通
じ
て
三
句
投
句
下
さ
い
。

　
〇
一
月
旬
会
は
］
月
二
十
六
日
⑲
で
す
。
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翻帯営住宅募集、中

　先月号でもお知らせしましたが、

募集中の市営住宅は急ピッチで建

設が進んでいます。現在、住宅に

お困りの方に年内中に入居できる

よう、次の要領で募集しています。

◆白石市城南市営住宅

〉所在地　白石市大平森合字城南

　61　市役所より徒歩約15分、国

　道4号線バイパス沿い。

レ募集戸数　18戸〔6、6、7（洋）〕

　3D　K中層耐火3階建

〉家賃　月額　23，000円

◆白石市郡山市営住宅

〉所在地　白石市郡山字雨ケ作15

　－1　白石工業高校入口より徒

　歩約5分
〉募集戸数　8戸〔6、6、4．5帖〕

　3DK簡易耐火2階建
レ家賃　月額22，000円

★受付期間　11月15日～12月5日

　6まで市役所建設課住宅係にお申

　L込みください（日曜、祭日、

　と土曜日の午後は除く）。なお、

　入居基準等くわしいことは建設

　課住宅係⑳5－2111（内線242）ま

　でどうぞ。

劉正『嫡満μラかるた教1塞

　12月のかるた教室は、正月向け

かるた教室を開催いたします。正

月休みを百入一首で家族そろって

楽しんでいただくよう遊び方、取

り方を指導いたします。

〉日時　　12月毎週月曜日午後7時

　から。

〉場所　中央公民館　第2講座室

》講座内容　坊主めくり、絵合わ

　せ、冠合わせ、おちらし、源平

　かるた、歌合わせ、競技かるた。

〉講師　利仁流百人一首指導協会

　会長　高橋輝生氏

〉問い合わせ先　仙南かるた同好

　会佃6－3238または5－2885

プ5

騰働く婦人の家お正月講座募集
　働く婦人の家では、お正月講座

の受講生を次により募集いたしま

す。手づくりで楽しいお正月を迎

えましょう。

〉場所　働く婦人の家

》申し込み料　無料

レ材料費　実費個人負担

〉申し込み　12月17日までに働く

婦人の家便5－5095へお申し込み

　ください。

月　　日

12月20日

21日

26日

曜

木

金

くオ

講座名
手づくり菓子

おせち料理

お正月花

募集人員

30名
30

20

実施時間
午前10100～12：00

　　　　ウ
〃

◇

魍弟鋤回白石学生会演劇公

　　　　溺劇公濾

　白石学生会では、歳末助け合い

運動の一環として、演劇公演を行

います。市民のみなさまのご来場

をお待ちしております。

＞演劇名　「犬を喰ってはならない」

レ日時　12月25日〔州午後5時30分

　　　　12月26日（肘午後1時30分

1〉会場　中央公民館大ホー，レ

レ入場料　200円（小学生以下無料）

〉主催　白石学生会

レ後援　白石市、白石市教育委員

　　　　会、河北新報社

　　図　書

翻手⊇くり絵本－：

　　　　作晶，屡示会

館

　親と子の合作によるもの、子ど

もの成長の記録のほか、白石地方

の民話、昔話など、心のこもった

「手づくり絵本」の作品の数々、

1冊の絵本づくりから親と子の楽

しい会話がはずみます。ぜひご覧

ください。

〉期間　12月6日困～12月8日〔ガ

〉会場　白石図書館中央ホール

〉展示内容

　O手づくり絵本30数点、はり絵、

　水彩、布製など（幼児、小・中

　学生、親と子、臼石絵本をたの

　しむ会の方たちの作品〉

　○絵本づくりに参考になる本な

　ど。

鱒違4年末福祉コ、．・サート

　勤労青年、学生など30名で組織

された「’84年末福祉コンサート実

行委員会」では、12月23日（日）、社

会福祉に対する意識向上の一環と

して、市民参加の「’84年末福祉コ

ンサート」を次により実施します。

収益金の全額は白石市社会福祉協

議会に寄附をし、音楽を通して、

福祉対策（たすけあい運動）に役

立てたいと思っています。市民の

みなさんの参加を扮待ちしていま

す。

〉日時　12月23日〔m　午後4時

〉場所　白石市中央公民館

レ出演バンド　大河原高等学校ギ

　ター部、ヤッホーボイス、青木

　弘幸、エレクトリック・レデf

　一ランド、シナモン

レ主催’84年末福祉コンサート実

　行委員会、ミュージック・シナ

　モン

レ後援　白石市社会福祉協議会、

　白石市教育委員会、白石青年会

　議所、白石市勤労青少年ホーム

※なお、詳しくは’84年末福祉実行

委員会（代表　相沢礼一〉智5－

6033までお問い合わせください。

罰自動車文庫配本醗

　　　の追記

　（広報しろいし11月号掲載追加）

地騒名

平大

住所
森合幕の内

配本所
高橋きよ子宅

’

ノ

1　市役所の年末年始の一般事務は
ノ

112月29日から翌年1月3日まで休

！みとなります。ただし一部の事務
’

cは次の日程により事務の取り扱い
メ

“をいたしますが、できるだけ28日

　の午前中に用事を済まされるよう
ダ

，ご協力ください。

　膨硝民言畢窓⊂』1

♂
，　出生届、死亡届は年末年始でも

　　受付けいたします。
グ

座デ言｛課7口・レトt碧li耐坤i
ヂ
　　出弓魯所
ノ

ノ　税金、手数料の収納事務

　　28日働　　8：30～17：00平常

・♂　29日（土）・30日（日）・31日（月）は休みます。

’　ご利用は市内の金融機関29日ω、

　　31日（月）の午前中にお願いします。
’

　　1月4日㈹8：30～17：00平常
’

年末年始業務日

公民館だより

颯少葎スキー教室
　少年少女の仲問づくりを目的と

して次によりスキー教室を行います。

1〉期日　1月7日（月）～9日（水）

　　　　午前8時10分～午後5時

〉会場　みやぎ蔵王自石スキー場

1〉対象及び募集人員　第一、第二

　小学校5・6年生　40名

〉講師　蔵王スキー協会会員

〉交通手段宮交定期バス（増発便）

レ経費　8，700円程度（交通費、貸

　スキー、記念写真代）

〉申し込み　学校を通して配布さ

　れる申し込み書により申し込ん

　でください。

陰市 豆F墨　rPIにン縄β旨，

12月28日から翌年1月4日まで

　休館いたします。

》纈・チコ函王ウド．／

例年の通り12月30日（日）から翌年

　1月3日（木）まで「ごみ、し尿」

の収集を休業致しますので、ご

協力をお願いいたします。　　　　ε

〈ゴミの取り扱いについて＞

〔1）焼却場へのごみの持ち込みは、

　12月28日團まで受け付けます。

（2）休業期間中は、ごみを集積所

　へ出さないでください。

〔3）ごみを出す場合、水切りを十

　分に行い、指定された日に出

　　してください。

　〈し尿の取扱いについて〉

画成、。人寮にこ参加くたき1．・

程
111年内汲み取りの受付は処理量1

　がいっぱいになり次第〆切ら1

　せていただきますので早めに’
　　　　　　　　　　　　　　’　申し込んでください。

〔2）汲み取り券を用意してから申1
　　　　　　　　　　　　　　ゴ
　し込みを行い未回収にならな，1

　いようにご協力願います。　1

　江一∫、II円停当ll『～イ　　　　　　　　’

年末年始の診療日　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　ノ12月28日（金）

　　29日（土）

　　30日（日）

　　31日（月〉

1月1日（刈

　　2日（水）

　　3日休）

　　4日（金）

午前のみ診療

休診

午前のみ診療

休診

休診

休診

休診

午前のみ診療

　中央公民館では、昭和39年4月2日から昭和40年4月1日生まれの方

を対象に第二の人生の出発を祝し、1月15日成人式を行いますのでご参

加ください。なお該当者には追って案内状を差し上げます。

　成人式には簡素な服装で参加しましょう。

▲昨年行われた成人式
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国民年金
　　　・1，一ゴ 二 二「

　今月（12月）は1年のしめ・てく

りの月です。あなたの国民年金、

もう一度保険料の納め忘れがない

カ・、点ホ黄しましょう。

　国民年金制度は、働く若い世代

がお年寄り世代を支えていく助け

倉いの制度です。毎月の保険料を

キチンと納めることによって、お

年寄りの年金を支えるとともに、

自分自身の年金も確実なものにな

ります。

　っいうっかり納め、忘れたために、

万一の事故やケガで障害者や母子

家庭になったとき、何の保障もな

いということにもなりかねません。

それば力吻でな1、未納期間が長

1なりますと、将来の老齢年金さ

えも受けられな1なる場合があり

ますので注意が必要です。もし経

済的理由などで保険料を納めるの

が困難な方は、そのままに1、ない

で、市役所市民課国民年金係また

は各拙張所までご相談くだきい。

　長いへ生，安心して生活するた

めにも、保険料は忘れずに納める

よう1こしましょう。

　　　　　　　　　 l　　F

12月15日から引受けます

　　　白石郵便局

ノ7

福 祉

　現在、恩給を受けて肴られる60

歳以上の方（60歳未満の妻子や傷

病恩給受給者等を含む）の恩給年

額を計算するとき、実際に勤務し

た年数に戦地勤務などの特殊な勤

務をした場合は、加算年を算入す

ることになります。

　昭和48年10月1日以前に恩給を

裁定された方で、まだ手続きをし

ていない方は早めにご相談くださ

いo

　詳しくは、社会福祉事務所社会

係岱5－2111（内線147）までどうぞ。

水道事業所
　屋外の水道管や蛇口、メーター

の箱などが凍るとみなさんのお宅

や水道事業所も大へんな損をしま

す。早めに保温をして寒さから水

道1をまもりましょう。

＝水道が凍るのはこんな時＝

①気温がマイナス4℃以下のとき

②水道管がむき出しになっている

　とき

③水道管が北向の場所、風あたり

　の強い場所にあるとき

；水道を凍結や破裂からまもるに

　は＝

　今年も入権週間が始まります。

このへ権週間は、世界人権宣言が

採択された12月10日を記念して、

この日を「人権デー」と定め世界

各国が人権を尊重擁護することを

誓ったものです。わが国では12月

4日から10日までの一週問を「人

権週間」として広く基本的人権の

思想普及と人権意識の高揚を呼び

かけています。本年は「人権の共

存一互いに相手の立場を考えて豊

かな人間関係をっくろう」を重点

目標にしています。

　当市においても、人権週間の一

環行事として次により特設人権相

談所を開設しますので人権問題に

ついてお困りの方はぜひご相談く

ださい。担当は人権擁護委員と法

務局職員です。

i人権週間相談目＝

珂　　円

12月3日

4日

5日

6日

7日

溌匪

月

火

水

木

金

撫当委員氏名

家納貴代子

千歳英
遠藤　　肇
小　岩庄

山　崎俊男
※相談所は市民課特設で実施しま

　す。相談時間は午前10時から午

　後3時まで。

ぼ

①発泡スチロールによる保温はマ

　イナス7℃位まで、それ以上の

　ときは更に古毛布などで保温を

②蛇口は一番凍結しやすいところ、

　翌朝取りはずしができるよう古

　毛布などで保温を

③メーターの箱は凍結すると大へ

　んです。ビニール袋にボロきれ

　を入れて箱の中の保温を

④水抜栓のあるお宅では翌朝の気

　温が氷点下になる見込みのとき

　は、水抜栓をしめて内部の水を

　全部ぬいてやすみましょう。

税 務・

　　　　　　　　i　l　「　　i

　　市税（国民健康保険税を含む）

　を納期限まで納めないと、納期限

　後20日以内に督促状を出すことに

　なっています。

　　納税者のなかには、納付書を紛

　失したりして納付書の再発行のた

　め来庁される方もあるので、納税

　者の利便を図り、白石市指定金融

　機関等において納付書でなく督促

　状でも納められるよう11目から改

　めることにしましたのでご利用く

唖ださい。

　　なお、納付書をお持ちの方は督

　促状で納めないようにして下さい、、

臆戸　π 7　第『尋・㍉辞

　昭和60年新春を祝う恒例の「新

春を寿ぐ市民の集い」を開催いた

します。市民のみなさん多数が、

参加くださいますようお待ちいた

しております。

》日時　昭和60年1月5日（二D午前

　11時

〉場所　市民会館大ホール

〉会費　2，000円

〉申し込み先　昭和59年12月20日

　け1まで（厳守）秘書企画課岱5－

　2111（内線326）または各出張所

　（分室〉へ会費を添えてお申し

　込みください，、

※なお、申し込み用紙は各行政区

ごとに回覧しますのでご利用くだ

さい，⊃

みやぎ蔵王白石スキー場

開き　12月22日10時

　　　　　　　　　今月の納税は

1固定資産税第4期分、国民健康保険税第4期分です。

1　　　期限内に納めましょう
　1い’　ド／噌 』

『 序，　Il瑞恥塗

　　　　　昌

》期日　昭和60年2月9日～11日

〉募集人員　50名

レ募集期間　10月22日～12月末日

〉会費　65，000円　　（申し込み時

30，000円納入し、残金は1月末

　日まで）

〉主催　札幌白石親交会

レ申し込み　札幌白石親交会事務

　局（市役所秘書企画課）へお申

　し込みください。

160年虜

　昭和60年4月1日から白石市保

育園に入園する幼児を次により受

付をいたします。

レ保育園とは

　　家庭の都合により幼児等の面

　倒をみてあげられない（保育に

　欠ける）場台に、両親に代わっ

　て幼児等を保育することを目的

　とする児童福祉施設です。

1〉保育園に入園できる理由

　lD母親が外で働いている。

　12母親が家庭内で家事以外の仕

　　事をもっている。（内職、自営

　　業など）

　13母親がいない。（父子家庭｝

　14｝母親が出産、病気、心身に障

　　害がある。

　15）母親が病入や心身障害者（児）

　　の世話をして1、、る。

　噸その他どうしても児童の保育

　　ができない事情がある。

〉入園定数

　11凍保育園　　　　90名

』
．
“

・
丙レ

信■T
「
司
』

汽・
璃

　12晒保育園　　　　120名

r31南保育園　　120名

ゆ北保育園　　　　60名

　（5）越河保育園　　　60名

　16）深谷保育園　　　60名

　17）小原保育園　　　40名

融自川保育園　　　61）名

　i91大鷹沢保育園　　40名

※各園とも、3歳児未満は2割程

い
度です。

＞申し込み期間

　昭和60年1月7日〔月1から1月25

　印翁まで。　（受付時間　平日8：

　30～5：30、土日裾El8：30～12：00

〉申し込み場所

　白石市社会福祉事務所（保育係）

※越河、小原、白川、大鷹沢の方

は各出張所へお申し込みください。

＞保育料

　　児童福祉法の規定により、そ

　れぞれの家庭の前年の課税の状

　況によって保育料はきめられますワ

〉申し込み方法・必要書類

　　規定の入園申請書に記入のう

　え、次の添付書類が必要です。

　l　l）1原泉徴収票　（給与所得者）

　〔21母親が働いている場台は就業

　　証明書・内職の場合は内職証

　　明書

　侶）農業従市者は農業証明願、　自

　　営業従事者は自営業証明願、

　　いずれも民生児童員の証明を

　　もらう，⊃

〉保育園入園申請書

　保育園入園申請書は、12月10日

　伺1から社会福祉事務所、（越河、

　小原、白川、大鷹沢出張所）に

　て配布1、斗たしますっ

※詳しくは、社会福祉事務所（保

育係）岱5－2111（内線147）・、お問

い合わせてださい レ

ノ6
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　　　初期消火に挑戦
　11月7日、市営球場で白石市婦
人防火クラブ連合会の会員100人
の主婦が集り、火災の初期消火に
挑戦しました。臼石消防署の指導
のもと会員たちは、油火災やバケ
ッリレーの消火訓練にミいざ本番

鳩
に
備 えヤ真剣そのものでした。

｛

　　　緑化運動に一役
　！1月20日自石第一幼稚園へ白石

北ロータリークラブの代表が訪れ、
葉ボタンのフラワーポットをプレ
ゼントしました。葉ボタンは、自
石緑の少年団が丹精込めて育てた
ものです。同贈り物は、駅前や市
役所など公共の場に運ばれました。

ド　　・二引繭
　　　〆

　　ノ　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　＼　　　　＿　，　　頓レ

　　　　　　　1　　　　　　　　ぜ　　　　　　　ズ　編〃

　　働く婦人の家まつり
　11月18日、働く婦人の家で「働
く婦人の家まつり」が盛大に開か

れました。1階のバザー会場は午
前中から大にぎわい、2、3階に
は受講生の作品が飾られたほか、

食堂コーナーのうどんやおでんは
飛ぶような売れゆきでした。

il卜

休日急患当番医

月　日

12／2
9

16

23

30

内 科

加藤（司）医院（5）2001

柿崎医院（5）2210

亘理医院（5）8501

大沼医院（5〉2502

広瀬医院（5）0238

外 斗手

刈田病院（5）2145

堤医院（5）1181

刈田病院（5）2145

斎藤医院（5）1222

朝倉病院（5）2101

※都合により変更になる場合もあります。

目† 談 （12月分）

相談区分

人権擁護

相　　談

行政相談

生活相談

高齢者
職業招介

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活

相　　談

器
回
ス

　
ビ

聴

　
「

補
巡
サ

婦入相

無料法律
相　　談

身障者
相

相談日

17

17

17

5・25

4・18

14

17

　15
毎週月・火・

水・木・金

リオン6・18

2ンホニ

17

17

10

時　間

10；00～

　15：00

10＝00～

　15：00

10＝00～
　15：00

10：00～

　12＝00

10：00～

　13＝00

9＝30～

　15＝00

10＝00～

　16：00

10：00～

　15＝00

13100～

　！4：0Q

10：00～

　11100

10＝00～

　15＝00

10＝00～

　15＝00

10：00～

　15：00

場　　所

自石市役所

2階会議室

同 上

同 上

健康センター

2階相談室
健康一ヒンター

2階相談室

白石市役所

第3会議室

白石市役所

2階会議室

白石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

白石市役所

自石市役所

4階会議室

自石市役所

第三会議室

内 容

結婚、離婚、遺産相
続、借地借家、雇傭、

差別待遇問題等

所
て
希

役
い
や

ど
つ
と

な
に
こ

市
事
る

、
仕
い

県
う
て

や
行
つ
等

国
の
困
望

市民の日常の生活上

の困りごと

60歳以上の方の職業

斡旋

健康保険、船員保険、

厚生年金など

相続や贈与、土地の売
買に関する税金、法人
の税金などの相談

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り

ごと

身体障害者の生活、

職業、結婚等
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